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平成２９年第１回議会報告会における主な要望及び提言等一覧  
○生出地区  

№ 主な要望・提言等  

１ 
【被災地以外である生出地区への新たな事業計画について】  
区長会で話されたが、被災地域以外でも事業を進めると市長が話していた。生
出には、どのような事業があるのか。  

２ 
【林業の担い手育成と地域おこし協力隊の活用及び支援強化策について】  
林業担い手育成を充実してほしい。地域おこし協力隊の活用と支援強化を求め
る。  

３ 
【鳥獣対策として山林作業道の修繕等の予算化について】  
山林作業道の修繕及び管理に予算を付けてほしい。  

４ 

滝見橋の所でカーブがきつくてトレーラーが通れないことや地域住民が道路
脇の整備活動を行っているが、地域では賄いきれない所や道路の整備、河川の
整備について、県土木センターに対し、コミセンとともに議会からも要望活動
を。  

５ 
用紙があれば自分たちで配布してもいいので、議会報告会の開催前に各戸に文
書を配布してほしい。  

６ 
未給水地域の問題が以前の議会報告会でも話題となり、コミセンとともに市へ
の要望活動を行い、当局の対応を取り付けたことを評価していただいた。  

７ 
参加人数が尐なかったことから座談会形式となり、対話ができて良かったと思
う。(参加議員の感想 ) 
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平成２９年第１回議会報告会における主な要望及び提言等一覧  
○矢作地区  

№ 主な要望・提言等  

１ 
【ＢＲＴ運行について】  
ＢＲＴバスを一ノ関駅まで延長して運行してほしい。  

２ 

【廃校した校舎の備品の取扱い及び活用について】  
矢作小学校が廃校になった時に、放送設備等の学校備品を教育委員会が全て撤
去した。敬老会等で放送設備、イス、テーブル等を使用したいので、旧矢作中
学校の備品は撤去しないでほしい。  

３ 
気仙中学校と第一中学校統合後の旧矢作中学校舎の利用を議員に考えてほし
い。  

４ 
各学校の敷地内にある仮設住宅の集約、撤去はいつ頃か。グラウンドを早く利
用できるようにしてほしい。  

５ 新年度予算で二又地区に関わる予算はあるか。  

６ 二又橋の架け替えはいつ頃か。  

７ 未給水地域の解消を進めてほしい。  

８ 二又診療所の駐車場を広く整備してほしい。  
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平成２９年第１回議会報告会における主な要望及び提言等一覧  
○下矢作地区  

№ 主な要望・提言等  

１ 
【気仙川及び矢作川の河川堤防の整備について】  
気仙川及び矢作川の河川堤防の整備はどうか。洪水・津波対策を講じてほしい。 

２ 

【誂石橋の早期復旧について】  
誂石橋の完成はいつになるのか。アバッセがオープンし、買い物に行くにも、
病院・薬局へのルートとしても不便であり、中学校の通学路としての役目もあ
ったはずで、誂石橋は生活に密着していた。早期完成を求む。また、計画時か
ら関係地域への説明会等を早い段階から開いてほしい。  

３ 

【今後のＢＲＴと一ノ関駅への直通便について】  
現在のＢＲＴでは、鉄道のような速達性が乏しいので、路線・専用道について、
どのようになるのか明確にしてほしい。使わない線路の管理はどうなっている
のか。また、一ノ関駅への直通便の定期化があれば良い。  

４ 
議会報告会の開催直前にも案内をした方が良い。地元コミセンだけに任せない
でほしい。  

５ 

市庁舎の位置について、最初のアンケートはどうなったのか。津波が被った所
に何故なのか。何年か後には津波を被った場所としての認識が風化するので
は。今になって、タイムリミットといっても、何でもっと早くできなかったの
か。時間があったはずだ。そこがおかしい。逃げるような場所に市役所を建て
てほしくない。今のところ (仮設庁舎 )の方が物資を運ぶのにも適しているので
はないか。  

６ 
かさ上げした所が津波浸水想定区域外なら、アバッセの隣に建てた方がいい。
孫子（まごこ）のことを考えると、尐しでもにぎわいが多くなるようなことを
考えるべき。  

７ 
庁舎の件に関しては、議員の双肩にかかっているのだから、よろしくお願いし
たい。  

８ 
金屋敷地区の迂回路がないため、川の増水など非常時にＪＲ鉄橋が有効に使え
ないか。  

９ 
湯漬畑地内の防火水槽、水田を埋めた所の排水が良くない。事業者名は三上採
石で、雤が降ると道路を横断するくらいに水が流れている。  

10 矢作の商店街の舗装が途中だが、今後どうなるのか。  

11 
高田高校グランドの仮設住宅はいつどうなるのか。高校生の部活等の練習が近
くでできればと思う。  

12 
７０歳になって、交通費が無料になるとか、割引などが受けられるシルバーパ
スのようなものが他の地域ではあるが、陸前高田市では考えないのか。  
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平成２９年第１回議会報告会における主な要望及び提言等一覧  
○横田地区  

№ 主な要望・提言等  

１ 

【スクールバスの安全対策について】  
スクールバスの避難経路の確立、避難マニュアルの周知徹底、乗車時避難訓練
の実施、バス運行委託業者に対する災害対応の徹底について、東日本大震災で
の浸水域を通行していることを再認識の上、改善していただきたい。 

２ 

【地域間交通について】  
幹線道路である国道、あるいは最寄りバス停までの距離が徒歩で１㎞～２㎞も
ある。16 か所の沢沿いの山間地域居住域が広がっているという地理的・地形的
条件、また、歩行困難な高齢者が多いという津波浸水想定区域とは違った横田
町の地域課題を十分に考慮した地域間交通、公共交通の有効な方法を検討して
いただきたい。  

３ 
今後も進んでいく人口減尐傾向の中、中長期の財政見通しはどうなっているの
か。災害復旧での公共施設建設は、国からの補助金でできても維持管理費は、
市の税収等になる。補助金に依存しない財政運営をしていただきたい。  

４ 
せっかく中心市街地にアバッセができたのに、周辺の復興関連工事による道路
の切り替えの影響なのか、避難経路の周知が不徹底だと感じる。多くの人々が
集まる場所なので、最大限の配慮をお願いしたい。  

５ 

市役所庁舎の建設位置について、３－２案は浸水域で、その案に市民の７割が
賛成しているとは到底思えない。本当に住民の声を聞いて決めるのであれば、
住民が自らの意思を直接表すことができる住民投票で市役所位置を決めてほ
しい。今までの説明ややり方では納得できない。  

６ 市役所位置について、かつて行った住民アンケートの結果を尊重してほしい。 

７ 
新たな市役所庁舎を建設せずに、現在の仮設庁舎を使えるだけ使うことを考え
るのも必要ではないか。  

８ 
市役所位置について、市が提示した４つの案のうち、１つは議会で否決されて
いる。今後は、残っている３つの案から候補地を提案すべきではないか。  

９ 
復興計画そのものが十分に議論されていれば、今のような中心市街地や市役所
庁舎の問題は生じなかったのではないか。  

10 

高齢者、特に 80 歳代、90 歳代の歩行困難なご夫妻２人だけの世帯、独居老人
が多く、地域の中でお互いに助け合ったり、支えたりで何とかしていけるレベ
ルは既に超えている。この方々の日常生活の諸問題の具体的な解決策を見い出
していただきたい。  

11 
オンデマンド、タクシーチケット配布など、交通弱者が利用可能な各種交通サ
ービスについて、対象者、手続きの方法をわかりやすく整理した上で周知して
いただきたい。  

12 
国道やバス停などでの乗降車ではなく、限りなく自宅最寄りから利用できる山
間地域を考慮した交通システムを検討していただきたい。  

13 
市当局だけではなく、議会でもプロジェクトや委員会を設けて政策提案をして
いくべき。  
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平成２９年第１回議会報告会における主な要望及び提言等一覧  
○竹駒地区  

№ 主な要望・提言等  

１ 

【霊域塔の修繕について】  
竹駒神社の入口にある霊域塔の修繕を今年度の予算に計上していただいてい
るが、玉山のＰＲとともに竹駒地区も浸水していることの証明となり、津波の
遡上高を示す指標にもなるような資料としての価値も残した修繕をしてほし
い。  

２ 

【中心市街地からの避難について】  
中心市街地からの避難路が造られるが、一時避難する場所の指定や市民への周
知と市外からの来訪者がスムーズに避難できるような表示や、車両での避難の
際に一定の所まで来ると止まってしまうことで、後続の避難路を塞ぐことにな
るので、より一層細やかな訓練の充実が必要である。  

３ 

中心市街地では「アバッセたかた」ができたが、市内でバラバラになっている
商業施設や公共施設等の状況で、せっかくの来訪者が一部の利用で帰ってしま
うのではないか。対策は考えているのか。どのようなまちづくりを考えている
のか。  

４ 各施設のトイレに子どものおむつを替えるベットがほしい。  

５ 
新田から玉乃湯へ向かう途中の道路工事が、一昨年に掘削工事を行い、昨年は
工事の進行が止まっていたが、どうなっているのか。あり得ないのではないか。 

６ 
霊域塔の所有者が分からないということだが、霊域塔は、実際に竹駒が被災し
たというシンボル塔だと感じる。今後、竹駒町だけでは難しいと思っているの
で、市に維持管理を要望したい。  

７ 
気仙管内では、大きな公園がないので、大船渡、住田からも来ているらしい。
そういう施設を整備してほしい。  

８ 国道 340 号が整備されたが、旧道と新しい道路の所に看板がほしい。  

９ 
何年か前に市長との座談会で、コミセンや壺の沢公民館への避難所の看板設置
のことを伝え、直ぐにでも対処するとの話だったが、どうなったのか。  

10 
仲の沢線の廃路敷を舗装にできないのか。あわせて、側溝の整備もお願いした
い。  

11 仲の沢線付近の道路工事が止まっているようだがどうなるのか。  

12 
竹駒コミセンから、３～４年前に要望した農免道の側溝蓋は、竹駒の要望順位
１位で申請しているが、その後どうなっているか。交通量が増え、通学路にも
なっているので、安全のためにも対応してほしい。  

13 
庁舎について、最近の新聞を見ていると図面が出され、高田小跡地を前提とし
ているが、浸水区域外の高台を示していたはずが、何故変わったのか。高田小
は浸水区域外なのか。本当に、高田小が多いのか。  

14 
利便性とは、誰のことを向いているのか。今の所で不満がないように感じるし、
そのような話を耳にする。経済性とは、どこを見ているのか。商店街から近い
から利便性がいいとは言えない。  

15 高田小跡は、そのまま置いておき、いずれは企業誘致に使えないか。  

16 
西側（横田・矢作・竹駒）には、公共施設がない。差別されているように感じ
る。そのところも考えてほしい。  

17 
庁舎の建築について、あと２年後とは完成までか。市長と語る会のときには、
平成３２年に着工と聞いた。  

18 
高田小ありきで進んでいるように見える。アンケートをとったのにおかしいの
ではないか。  

19 高田小と本丸公園下の数を足すのはおかしい。  

20 
かさ上げ条件や建物の階高等、どんどん変わってきている。後出しジャンケン
じゃないのか。市民を馬鹿にしている。  

21 
防潮堤、かさ上げで大丈夫だとはおかしい。「かさ上げしたから大丈夫だ。」等
の言葉を使ってほしくない。  

22 現庁舎が駄目なら最初から出さなければいい。  
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23 
新聞では、高田小跡地に建てた場合、避難してきた人を庁舎に入れないとあっ
たが、本当に拒否できるか。できるわけがない。とっさのときに逃げ込む場所
ではないのか。  

24 
庁舎は、安心して受け入れるところであるべきであり、不安を持つような場所
に建てるべきではない。職員が逃げなくてもいい場所でなくてはならない。  

25 人口の推移は、どのように見ているのか。  

26 
高田には遺構が何か所もあるが、そんなに残す必要があったのか。工事の邪魔
なのではないか。  

27 奇跡の一本松の経済効果はあるのか。  
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平成２９年第１回議会報告会における主な要望及び提言等一覧  
○今泉地区  

№ 主な要望・提言等  

１ 
【気仙川架橋について】  
今泉に行くために、姉歯橋の復旧を早くしてほしい。  

２ 
【仮設住宅の集約について】  
気仙小学校校庭に建っている仮設住宅を早く撤去してほしい。  

３ 
【地域コミュニティ再生について】  
みんなが集まれる場所を一番に作ってほしい。  

４ 

空いている仮設住宅の管理、指導を望む。  
① 仮設住宅から住まいを公営住宅や自宅を再建して移られた方の中に、荷物

を仮設に置きっぱなしの人がいる（１～２年）。  
② 誰もいない仮設住宅の風除室に鍵が掛かっていないので、チラシ、回覧板、

郵便物等が放置され、環境整備、防犯上からも好ましくない。  
③ 住んで居ないのに、仮設住宅住民への支援物資が届かないとクレームを言

う人がいる。  

５ 

住民に十分な説明を望む。  
① 今泉地区区画整理事業が、２年も遅れたのは何故か。  
② 商店地域を最初に造る予定が後になってしまった。  
③ 郵便局の再建を望む。  
④ 災害公営住宅の前の所を早くかさ上げしてほしい。  
⑤ 工事のスケジュールを地権者だけでなく、より多くの人に伝えてほしい。 

６ どういうルールで、市役所建設位置を決めるのか。  
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平成２９年第１回議会報告会における主な要望及び提言等一覧  
○長部地区  

№ 主な要望・提言等  

１ 

【市民の意見のフィードバックについて】  
復興に向けてのまちづくりが進められている中で、ワークショップなどが過去
に開催され参加してきたが、その結果がどのように反映されているのか、分か
らないがどうなっているのだろうか。市民の声をまちづくりに反映する経緯を
しっかりと開示していただきたい。  

２ 

【市有地の活用について】  
龍振鉱業の跡地は、市有地になっていると思うが活用はどうなっているか。今
後の活用方法を提示していただきたい。また、排水設備を整え、泥水が流れる
よう要望する。  

３ 
市議会の１００号便りを読んできたが、請願や陳情の部分は結果のみ掲載され
ているが、その経緯や市民に知らせた方がいいところを掲載するなどの配慮を
してほしい。  

４ 
気仙中学校を震災遺構として残すことになっているが、あの周辺はどのように
なる予定か。何か施設ができる予定なのか。情報を知りたい。  

５ 
月山団地の道路ではない部分は段差があり、車の乗り入れはできないと言われ
ているが、何のためにあるのか分からない。お客様や冠婚葬祭等で来た方が車
を駐車する場所がない。  

６ 
公共施設の整備状況について、県立高田病院の隣接地に保健福祉総合センター
が建てられるが、震災前は市役所の中にあり、別に建てるということで財源は
どうなっているのか。  

７ 
２年前にも聞いたが、漁村集落排水事業を拡大（延長）できないか。長部地区
の南側で必要な箇所もある。また、５年～ 10 年計画などはないか、その計画の
中に組み込む方法はどうか。  

８ 
市役所新庁舎位置について、懇談会に参加した人ばかりではなく、有権者や若
い人の意見もぜひ吸い上げていただきたい。  

９ 
三陸自動車道と平行している農免道について、工事車両などの通行によってか
なり傷んでいるが、工事後の修復をしっかりと行ってほしい。  
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平成２９年第１回議会報告会における主な要望及び提言等一覧  
○高田地区  

№ 主な要望・提言等  

１ 

【仮設住宅集約に係る入居者への対応について】  
震災から６年余りが過ぎ、小学校、中学校、高校の敷地内に建っている仮設住
宅は、段階的に集約される方向になっているが、学校地内の仮設住宅にお住い
の方々には新しい所へ移っていくことへの心配や不安をお持ちの方もいる。そ
れに対するケアを十分に行っていただきたい。 

２ 

【人口減少対策と各種施策に伴う財政運営について】  
① 人口減尐に伴って減尐傾向になっていくとみられる本市の税収、将来的な

財政運営がどうなっていくのかが懸念される。人口規模を見通した上で、バ
ランスの取れた財政運営をしていただきたい。 

② 人口減尐を克服するための施策、特にも雇用の安定、産業振興に力を入れ
ていただきたい。  

③ 自主財源となる税収を上げるような施策展開をしていただきたい。  

３ 
【復興工事現場に隣接する道路の安全確保について】  
復興に伴う工事や整備が進む場所に接する道路の安全確保、横断歩道、信号、
防犯灯、街灯などの整備に努めていただきたい。  

４ 
若い方々が定住するように、例えば、かつてあったミスさわやかコンテストの
ようなイベントや、盆踊りなど、集う機会を設けていただきたい。  

５ 高田の市日（五のつく日の市）を復活させていただきたい。  

６ 
議会報告会での市民要望や意見が、その後どのように扱われ、どのように反映
されたのか、そのフィードバックを市民に対して明確に示していただきたい。 

７ 
議会での議論を災害ＦＭで聞いているが、それをリアルタイムで聞くことがで
きなくても、議会のホームページ上で配信し、市民がいつでも聞くことができ
るようにしていただきたい。  

８ 市の職員数の安定化と計画的な定員充足を図っていただきたい。  

９ 
環境未来都市構想で出てきたコンパクトシティの構想はどうなっているのか、
検討を続けていただきたい。  

10 報告会資料の特別会計の説明を工夫していただきたい。  

11 

報告会資料の市税の欄に「たばこ税」が記載されているが、この税収が増える
のが良いのか、それとも、社会的な動向のように禁煙を推奨し、市民が健康に
心掛けることで医療費が抑制されるのが良いのか、１人当たりの数値の受け止
め方が難しい。例えば、医療費とのバランスや統計的な数字との対比で調査等
をして資料に掲載できないか。  

12 
コミュニティ単位で生活されていた仮設住宅から、災害公営住宅に移って来ら
れた方々の中には、新しい環境での交流の場になかなか出て来られない方もお
られるので、見守りとともに、この点に対するケアを考えていただきたい。  

13 

報告会資料の予算に関する説明の仕方を工夫していただきたい。市民１人当た
りに換算した金額を出すには、総人口割ではなく、実際の納税者の数で算出し
た数字を挙げるべき。また、資料には、明確な観点を置くべき。そうでなけれ
ば、何を市民に知ってもらいたいために提示されている資料なのか理解できな
い。  

14 

本会議で議長が欠席の議員名を呼称することがあるが、いかなる理由で欠席し
ているのかも知らせてはどうか。欠席していることの善悪を言いたいのではな
く、自分の地域の議員が欠席しているとどうされたのかと心配になるから、個
人情報等に触れない範囲で検討していただきたい。  

15 
今は、復興途上の重要な期間であるゆえ、議会報告会は定例会ごとに年４回の
開催にしていただきたい。  

16 
市民文化施設等、災害復旧によって公共施設が建設されているが、将来的な維
持管理費を考慮の上、計画的な整備を心掛けていただきたい。また、広域的な
公共施設の設置や運営も検討すべきではないか。  

17 将来的な地域内のエネルギー政策を考えていただきたい。  
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18 
市庁舎建設位置についての議会の議論を災害ＦＭで聞いているが、議論がかみ
合っていない。議会と当局、賛成と反対という立場の違いはあるだろうが、２
つの案だけに拘らずに新しい案、方向性を検討していただきたい。  

19 
市役所建設は、平成 32 年度までにというめどはあるにせよ、期限のことだけ
で議論をつめていくのではなく、議論の中身やプロセスを大事にしていただき
たい。  

20 
高田小学校は、浸水域だという認識を持っているので、更なる検討をしていた
だきたい。  

21 市役所の位置を早期に決めていただきたい。  

22 
市役所位置選定について、議会も市内を回って意見聴取や説明、報告等をすべ
き。  

23 
市役所候補地の高田小学校案のピロティの変更について、再検討していただき
たい。  

24 アバッセ周辺の土地の利活用に一層の配慮や検討をしていただきたい。  

25 
交流人口を更に拡大していくために、例えば、森の前地区の花畑のように学校、
企業との連携での取組、民泊の際の活動にもできる事業化を考えていただきた
い。  

26 議会側から市民生活に身近な条例提案をもっと積極的に行っていただきたい。 

27 市民に開かれた議会であっていただきたいし、市民も主体性を持つべき。  

28 
中心市街地に七夕の山車を曳いて来られない地域もあるので、何か検討してい
ただきたい。  

29 
一関市とともにＩＬＣの誘致、新笹ノ田トンネルの実現に向けての活動を更に
強化して取り組んでいただきたい。  

30 
老朽化した市営住宅を将来的に解消、あるいは移転を検討する場合、今までの
コミュニティが分散しないよう配慮していただきたい。  

31 
かさ上げ地に誘致する民間機関や資本導入、寄附等の受入れについては、その
主体に対する精査、審査に留意していただきたい。  

32 区画整理の貸担保期限 10 年に関する文書説明と周知をしていただきたい。  
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平成２９年第１回議会報告会における主な要望及び提言等一覧  
○米崎地区  

№ 主な要望・提言等  

１ 

【高田東中学校の通学路の安全性確保について】  
通学路の整備について、アップルロードに防犯灯の設置をお願いしたい。（特

にツルハドラックの歩道橋付近）  
コミセンや防犯協会等より、高田東中学校が東部に移動したため、徒歩が多く
なっているので通学路に防犯灯の設置をお願いしたい。米崎、小友、広田の公
民館館長と共同で働きかけるために要望書を出したいと考えている。米崎小学
校通学路の安全性に欠ける。ＪＡ米崎から勝木田にかけて、歩道なり安全性を
考えてほしい。  

２ 

【市営住宅松峰団地の管理について】  
松峰の市営住宅の管理について、津波前後から利用しているとのことである
が、生活している気配もなく荒れているような所がある。住宅の管理を改めて
確認してほしい。  

３ 
環境整備について、道路愛護会で草刈りを行っているが、市で買い上げた土地
は誰が草を刈るのか。見た目が非常に良くない。  

４ 
東中学校ＰＴＡから、防災無線が登下校中に聞こえない。情報が得られない。
早めにつけてもらいたい。  

５ 
道路整備について、松峰神社付近の道路の整備をお願いしたい。避難道路とし
ても活用できる。  

６ 
市役所問題について、西和野の災害公営住宅も建っているので小学校案が危な
いと言わないでほしい。  

７ 新庁舎の建設について、今後どのように進めていくか示してほしい。  

８ 
仮設住宅の集約について、集約を進めていってほしい、実際住んでいないにも
関わらず借りている状態になっている。回覧板なども困っている。  

９ 
仮設の高田病院入口について、横断側溝に段差があるため大きな音が出ている
ので、修復をお願いしたい。病院の利用者による駐車状況が悪くなっているが
どうにかならないか。  

10 
市道について、地竹橋、清水橋の位置が鋭角で曲がるのが大変。要望書を出し
ているが早く対応してほしい。浜田川の側道にイオンの標識を付けてほしい。
通り過ぎる人が多く急ブレーキをかける方がいて危険だ。  

11 商業施設について、道路が変わってアバッセの入り口が分かりにくい。  

12 
議員と語る会について、道路の説明の資料があるが、高田町が中心となってお
り米崎町が分かりにくい。米崎町の説明地図があれば良かった。  
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平成２９年第１回議会報告会における主な要望及び提言等一覧  
○小友地区  

№ 主な要望・提言等  

１ 
【高台移転に伴う防火用水利の確保について】  
高台移転に伴う住宅増加地域への防火水槽や消火栓などの整備を図ってほし
い。既存の溜め池を改修するなどで、防火用水利を確保してほしい。  

２ 
【小友地区まちづくり計画について】  
地区住民の意見を取り入れて策定した小友地区まちづくり計画に基づく、予算
及び事業内容を町民に分かりやすく示してほしい。  

３ 公共施設総合管理計画策定の際に、市民も交えて策定作業を行ってほしい  

４ 
防災集団移転等で買い上げた浸水宅地等の管理と活用方法を検討してほしい。
地域での草刈りに支払いを行うようだが、いつまでどのような財源で行うの
か。  

５ 
矢の浦地区からモビリアへの市道について、避難路等にもなることから拡幅整
備をしてほしい。  

６ 
スミカパビリオンは寄贈との説明だが、今回の予算で設置費用に 5,200 万円計
上されているが、議会では議論されたのか。  

７ 
既存公共施設の点検を全て行うのか。また、管理方法についてはどう考えてい
るのか  

８ 
７階以上の公営住宅が複数見られるが、火災対応のために、はしご車の整備を
するべき。  

９ 
中心市街地に様々なコミュニティ施設が多いが、施設管理はどのようにするの
か。特に、アムウェイについては、会社のホームページを見ると会社優先とな
っているがどうか。  

10 
高田小学校の移転先が県立高田病院の隣接となっているが、救急車のサイレン
が授業に差し支えないか。  

11 市役所の位置は決定したのか。  

12 小友コミセンの建設業者の選定方法はどうなっているのか。  

13 小友コミセンに、防災用のトイレを設置してほしい。  
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平成２９年第１回議会報告会における主な要望及び提言等一覧  
○広田地区  

№ 主な要望・提言等  

１ 

【広田の診療所について】  
① 先生の確保を急いでほしい。  
② 院外処方が大きな不便へとつながっている。前医師には、自身の責任にお

いて院内処方をしていただいていた。次に来られる先生に対して、上記のこ
とを条件として出すのも検討してほしい。若しくは、薬剤師を広田診療所に
常勤していただくという方向で動いてほしい。  

③ 前医師が離職した大きな原因の一つに、当局と関係機関とのコミュニケー
ション不足が考えられる。今後は、このようなことがないように担当者をつ
けるなり、三者間でのコミュニケーションが円滑に進むような体制をしっか
りと考え、整備してほしい。  

④ 広田町が合併するときに、「病院か保育園のどちらを市立にするか。」を話
し合い、「命を守ることが大切」ということで、診療所を市立にするという
選択をした。そのぐらいこの町にとっては、診療所が大切であるということ
を忘れないでほしい。  

２ 
漁業集落排水事業について、被災前の状況と加入世帯などが変化しているはず
であり、課金の仕組みなどが不明確になっていると感じている。地区説明会を
開催するなどしてほしい。  

３ 
津波で被害にあった宅地を売却した人が多いと思うが、土地の区画は分かって
いると思うので、それを今後どう使うのか。復興基本計画などを各地区で作っ
ているとは思うが、その後について知らせてほしい。  

４ 説明資料の市税の表記については、法人税も別枠でいいので明記してほしい。 

５ 
固定資産は、３年に一回見直すことになっているので、震災後の適正な評価を
してほしいし、行っていることを市民に知らせてほしい。  

６ 
介護サービス事業勘定が 13.4%減っている。介護職員が尐なく、竹駒の診療所
は閉鎖しているということも聞いているので心配している。  

７ 
公共施設整備について、市民文化会館、総合交流会館など数多く建つ。役割が
違うのだろうが、本当に必要なのだろうか。後から維持費などで負担が増えな
いようにしてほしい。  

８ 

新しい庁舎の位置は、６月に決まるのか。人口が減ると想定したときに、市役
所の規模や大きさ、駐車場の大きさも身の丈に合った大きさにしていく必要が
あるのではないだろうか。今の所に建てれば借金が多くなるのも大変だけど
も、どの規模が陸前高田市の身の丈に合った大きさなのかをしっかりと示すべ
きだ。仮庁舎の位置も高田小学校跡地も両方反対ではある。浸水区域は、論外
だと思っている。  

９ 
大船渡市役所を見てほしい。あの場所にあったことで被害を受けないで様々動
けたのではないか。別に町の中になければならないものではないと思う。いざ
という時、対応できるような体制を築くことが大切なのではないか。  

10 

高田小学校跡地に建ててもいいけども、あと４ｍかさ上げするとかして、そし
て、その場所で市の職員が対応できるようにしなくてはいけない。また、多く
の犠牲者を出してしまうことになる。市の職員が避難しなくてはならないの
は、やはり良くないのではないか。  

11 
コミセンの存在根拠が不明確であったということであるが、議会としては、ど
のように受け止め、どのように判断したのか。事前にコミセンへのヒアリング
などもなかった。  

12 
青尐年ホームの活動をする場合には、今後どの施設を使う予定か。若者の取組
をしていかないといけない。青年会などと合わせていくなど活性化していくた
めに検討していただきたい。  

 


